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合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

（障 害 児
しょうがいじ

支援
しえん

）議事
ぎ じ

要旨
ようし

 

 

１．日時
にちじ

：平 成
へいせい

２３年
ねん

４月
がつ

２６日
にち

（火
か
）１４：００～１７：００ 

 

２．場所
ばしょ

：厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

低 層 棟
ていそうとう

２ 階
かい

講 堂
こうどう

 

 

３．出 席 者
しゅっせきしゃ

 

    大 谷
おおたに

座 長
ざちょう

、宮田
みやた

副 座 長
ふくざちょう

、柏 女
かしわめ

委員
いいん

、君 塚
きみづか

委員
いいん

、水津
すいづ

委員
いいん

、長瀬
ながせ

委員
いいん

 

 

４．議事
ぎ じ

要旨
ようし

 

【障 害 者
しょうがいしゃ

基本
きほん

法 案
ほうあん

について】 

・ 第
だい

１７条
じょう

に「 療 育
りょういく

」として規定
きてい

される予定
よてい

。チーム
ち ー む

としていろいろ意見
いけん

を出
だ
した。

本 日
ほんじつ

の資 料
しりょう

の内 容
ないよう

が、閣議
かくぎ

決 定
けってい

したものだ。 

「 障 害 者
しょうがいしゃ

である子
こ
ども」という表 現

ひょうげん
については、「障 害 者

しょうがいしゃ
」の定義

ていぎ
が 他

ほか
に規定

きてい

されているため、その表 現
ひょうげん

となった。「療 育
りょういく

」については、法 律
ほうりつ

を作 成
さくせい

する上
うえ

で、他
た
にまたがるような表 現

ひょうげん
はできないということで、医 療

いりょう
や 教 育

きょういく
という表 現

ひょうげん
が

あり、残
のこ

ったのが「療 育
りょういく

」とのこと。「その他
た
これに関 連

かんれん
する支援

しえん
」には、保護者

ほごしゃ
、

家族
かぞく

に対
たい

する支援
しえん

も含
ふく

まれる。意見
いけん

表 明 権
ひょうめいけん

については、障 害
しょうがい

のある子
こ
どもだけ

先 行
せんこう

して 法 律
ほうりつ

に記載
きさい

することは 適 切
てきせつ

でないということなので、今後
こんご

は児童
じどう

福 祉 法
ふくしほう

の 改 正
かいせい

で子
こ
どもの意見

いけん
表 明 権
ひょうめいけん

として規定
きてい

されるように考
かんが

えていきたい。 

・改 正
かいせい

法 案
ほうあん

については、すべて理解
りかい

したわけではないし、個 人 的
こじんてき

には内 容
ないよう

には不満
ふまん

があるが、もともと何
なに

も規定
きてい

が無
な
かったものから「療 育

りょういく
」が設

もう
けられ、新 設

しんせつ
は一歩

いっぽ

前 進
ぜんしん

と評 価
ひょうか

できる。 

・最 善
さいぜん

の利
り

益
えき

とは何
なに

か議論
ぎろん

したが、入
はい

らなかった。無駄
む だ

にならないようにして欲
ほ
しい。 

 

【子
こ
ども・子育

こそだ
て新システム

しんしすてむ
への意見出

いけんだ
しについて】 

・３ 月
がつ

に臨時
りんじ

の合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の臨時
りんじ

会議
かいぎ

には６名
めい

のうち５名
めい

が参加
さんか

してくださ

り、新システム
しんしすてむ

への意見
いけん

案
あん

をまとめた。この 案
あん

を４ 月
がつ

１８ 日
にち

の 推
すい

進
しん

会議
かいぎ

に 提
てい

出
しゅつ

した。 本 日
ほんじつ

は、臨時
りんじ

会議
かいぎ

に出 席
しゅっせき

できなかった委員
いいん

がいるということもあり、

５ 月
がつ

の新システム
しんしすてむ

の議論
ぎろん

再 開
さいかい

に間
ま
に合

あ
うように意見

いけん
を再度

さいど
まとめたい。 

総 合
そうごう

福 祉
ふくし

部 会
ぶかい

 第
だい

14 回
かい

 

H23.5.31 資 料
しりょう

8 



2 

 

・財 源
ざいげん

について、子
こ
ども・子育

こそだ
て新システム

しんしすてむ
ですべて対 応

たいおう
するか、もしくは、障 害 児

しょうがいじ

についての上乗
うわの

せ部分
ぶぶん

については、 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

の 財 源
ざいげん

で 対 応
たいおう

するのかがある。

障 害
しょうがい

の部分
ぶぶん

は上乗
うわの

せするというやり方
かた

が、堅 実
けんじつ

なのではないか。 

・障 害 児
しょうがいじ

に 必 要
ひつよう

な合 理 的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の範囲
はんい

について、意見
いけん

としてまとめた方
ほう

が良
よ
いの

ではないか。 

・保 育 所
ほいくじょ

の保育士
ほいくし

の加配
かはい

やバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

するというのは、合 理 的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

として異論
いろん

の

ないところではないか。医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

も入
はい

るべきだろう。 

・座 長
ざちょう

案
あん

の 方 向 性
ほうこうせい

については、賛 成
さんせい

だ。保 育 所
ほいくじょ

の障 害 児
しょうがいじ

加算
かさん

は 一 般
いっぱん

財 源
ざいげん

ではなく、 国
くに

で負担
ふたん

する 方 向 性
ほうこうせい

を 明 確
めいかく

にすべきだが、 財 源
ざいげん

については、

新システム
しんしすてむ

の議論
ぎろん

の方 向 性
ほうこうせい

を待
ま
ってからでも良

よ
いのではないか。今後

こんご
の議論

ぎろん
を見守

みまも

り、必 要
ひつよう

な 提 案
ていあん

を出
だ
せれば良

よ
いだろう。 

・ 座 長
ざちょう

案
あん

提 案
ていあん

文 章
ぶんしょう

について、どうか。 

各 委 員
かくいいん

 

了 承
りょうしょう

 

 

【 相 談
そうだん

支援
しえん

について】 

・障 害 児
しょうがいじ

支援
しえん

のための個別
こべつ

支援
しえん

会議
かいぎ

を要保護
ようほご

児童
じどう

対 策
たいさく

地 域 協
ちいききょう

議会
ぎかい

の 障 害 児
しょうがいじ

部会
ぶかい

と位置
い ち

づけ、 参 加 者
さんかしゃ

に罰 則 付
ばっそくつ

きの守秘
しゅひ

義務
ぎ む

を 担
たん

保
ぽ
することが 必 要

ひつよう
だ。

障 害 児
しょうがいじ

に特化
とっか

した地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

「子
こ
ども部会

ぶかい
」の関与

かんよ
が考

かんが
えられる。 

・ 相 談
そうだん

支援
しえん

においては、ワンストップサービス
わ ん す と っ ぷ さ ー び す

の提 供
ていきょう

が必 要
ひつよう

。 

・市 町 村
しちょうそん

、指定
してい

障 害 児
しょうがいじ

相 談
そうだん

支援事
しえんじ

業 者
ぎょうしゃ

による 相 談
そうだん

・療 育
りょういく

支援
しえん

の一 元 化
いちげんか

を

強 化
きょうか

することを検 討
けんとう

すべき。入 所
にゅうしょ

した場合
ばあい

の 市 町 村
しちょうそん

、指定
してい

相 談
そうだん

支援事
しえんじ

業 者
ぎょうしゃ

への連 絡
れんらく

、自立
じりつ

支援
しえん

・地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

計 画
けいかく

の協 働
きょうどう

策 定
さくてい

と 更 新
こうしん

、帰省
きせい

時
じ
の 連 絡

れんらく

体 制
たいせい

の強 化
きょうか

などの仕組
し く

み作
づく

りが必 要
ひつよう

。 

・実施
じっし

するためには、児童
じどう

福 祉 法
ふくしほう

の改 正
かいせい

等
とう

が必 要
ひつよう

となる。 

・児童
じどう

相 談 所
そうだんじょ

と自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

が 連 携
れんけい

するシステム
し す て む

を作
つく

るべき。 

・ 改 正
かいせい

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支 援 法
しえんほう

の 相 談
そうだん

は、基幹
きかん

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー
ー
がワンストップ

わ ん す と っ ぷ
の

機能
きのう

を 担
にな

うように 創 設
そうせつ

されたという 説 明
せつめい

があった。通 所
つうじょ

サービス
さ ー び す

の 相 談
そうだん

は、

障 害 児
しょうがいじ

相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

が担
にな

うため、異
こと

なる 事 業 所
じぎょうしょ

に移
うつ

らなければならな

い。（ 基幹
きかん

相 談
そうだん

支援
しえん

と 障 害 児
しょうがいじ

支援
しえん

の 二
ふた

つを 行
おこな

う 事 業 所
じぎょうしょ

であれば、
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ワンストップ
わ ん す と っ ぷ

になるが。） 

・障 害 児
しょうがいじ

相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

は、実 際
じっさい

には障 害 児
しょうがいじ

施設
しせつ

などが指定
してい

を受
う
けて行

おこな
う

ケース
け ー す

が多
おお

いと考
かんが

えられる。それによる、障 害 児
しょうがいじ

の抱
かか

え込
こ
みが心 配

しんぱい
だ。監視

かんし
で

きる仕組
し く

みづくりが、必 要
ひつよう

だろう。 

・ 改 正
かいせい

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支 援 法
しえんほう

が施行
しこう

する 前
まえ

に、障 害 児
しょうがいじ

相 談
そうだん

支援
しえん

に関
かん

する何
なん

ら

かの方 向 性
ほうこうせい

をもつべきだ。方 向 性
ほうこうせい

は政
せい

省 令
しょうれい

などによって示
しめ

されると思
おも

うが、

６ 月
がつ

までに 改 正
かいせい

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支 援 法
しえんほう

に 関
かん

する施行
しこう

作 業
さぎょう

が終
お
わってしまうの

で、意見
いけん

をまとめても役
えき

に立
た
たないのではないか。 

・ 相 談
そうだん

支援
しえん

やサービス
さ ー び す

計 画
けいかく

づくりでは、 客 観 性
きゃくかんせい

や 公 平 性
こうへいせい

が担
たん

保
ぽ
されるように

ナショナルミニマム
な し ょ な る み に ま む

が 必 要
ひつよう

になるだろう。 

・ 相 談
そうだん

支援
しえん

の方 向 性
ほうこうせい

については、委員
いいん

からの提 案
ていあん

が文 章
ぶんしょう

で既
すで

に出
だ
されている。

その文 書
ぶんしょ

を取込
とりこ

む方 向
ほうこう

でまとめたい。 

 

【権利
けんり

擁護
ようご

について】 

・障 害
しょうがい

のある子
こ
どもの権利

けんり
擁護
ようご

、最 善
さいぜん

の利益
りえき

の決 定
けってい

やオンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん

制度
せいど

、意見
いけん

表 明 権
ひょうめいけん

、 

地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

と要保護
ようほご

児童
じどう

対 策
たいさく

地 域 協
ちいききょう

議会
ぎかい

はどのようにあるべきか。 

・子
こ
どもの権利

けんり
条 約
じょうやく

では子
こ
ども一 般

いっぱん
の権利

けんり
擁護
ようご

として、オンブズパーソン
お ん ぶ ず ぱ ー そ ん

制度
せいど

を設
もう

けるべきであるとしているため、障 害 児
しょうがいじ

もこの中
なか

に含
ふく

めるべきだろうと思
おも

う。個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

は 誰
だれ

が策 定
さくてい

すべきなのかは、難
むずか

しい 問 題
もんだい

だ。個人
こじん

情 報
じょうほう

の 観 点
かんてん

から

どのように整理
せいり

すべきか。 

・自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

と要保護
ようほご

児童
じどう

対 策
たいさく

地域
ちいき

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

は、連 携
れんけい

すべきではない

か。 

・具 体 的
ぐたいてき

な連 携
れんけい

と制 度 的
せいどてき

に連 携
れんけい

していく部分
ぶぶん

については、分
わ
けて考

かんが
えるべき。 

・ 虐 待
ぎゃくたい

などにより 入 所
にゅうしょ

した 者
もの

が退
たい

所
しょ

する場合
ばあい

、在 宅
ざいたく

に 戻
もど

れるものは 少
すく

ない。

再 発
さいはつ

防止
ぼうし

する仕組
し く

みや施設
しせつ

から在 宅
ざいたく

への流
なが

れるシステム
し す て む

が 必 要
ひつよう

ではないか。 

・ 成 人
せいじん

には個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

、児童
じどう

養護
ようご

施設
しせつ

など障 害
しょうがい

のない児童
じどう

についても、自立
じりつ

支援
しえん

計 画
けいかく

の 策 定
さくてい

義務
ぎ む

があるが、 障 害 児
しょうがいじ

が抜
ぬ
け落

お
ちている（措置

そ ち
で 入 所

にゅうしょ
する

場合
ばあい

）。 生 活
せいかつ

の 質
しつ

の 向 上
こうじょう

には自立
じりつ

支援
しえん

計 画
けいかく

は 必 要
ひつよう

だ。また、 小 規 模
しょうきぼ

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の観 点
かんてん

も抜
ぬ
け落

お
ちているので、障 害 児

しょうがいじ
施設
しせつ

に法 定 化
ほうていか

されていない
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ものを見直
みなお

していく必 要
ひつよう

がある。 

・障 害
しょうがい

のある子
こ
どもの権利

けんり
擁護
ようご

、最 善
さいぜん

の利益
りえき

の決 定
けってい

について、保護者
ほごしゃ

との 関 係
かんけい

な

ど制度
せいど

設 計
せっけい

をどうしたらよいのか。 

・要保護
ようほご

児童
じどう

に 対 応
たいおう

する 際
さい

には、保護者
ほごしゃ

の意見
いけん

だけでなく、子
こ
どもの意見

いけん
を聞

き
く

システム
し す て む

があり、子
こ
どもの意見

いけん
を記 入

きにゅう
する欄

らん
を 設

もう
けている。障 害 児

しょうがいじ
については、

何
なに

をもって意見
いけん

を聞
き
いたとするのかが、争 点

そうてん
になるだろう。 

 

【学 齢 期
がくれいき

の居場所
いばしょ

について】 

・特 別
とくべつ

支援
しえん

学 校
がっこう

の寄 宿 舎
きしゅくしゃ

について、昨 年
さくねん

３月
がつ

の第
だい

５回
かい

推 進
すいしん

会議
かいぎ

においても

議論
ぎろん

した。本 人
ほんにん

や父母
ふ ぼ

の意思
い し

に反
はん

する場合
ばあい

は障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

条 約
じょうやく

に違
い

反
はん

すると

いうのが主
しゅ

な意見
いけん

だった。寄 宿 舎
きしゅくしゃ

は学 校
がっこう

の一部
いちぶ

なのか。家
いえ

なのか。権利
けんり

条 約
じょうやく

では「可能
かのう

な 限
かぎ

り地域
ちいき

で」とあるが、寄 宿 舎
きしゅくしゃ

は 必 要
ひつよう

なのか。必 要
ひつよう

ということで

あればどのように位置
い ち

づけるのか。 

・地域
ちいき

によっても 異
こと

なるので、 一 概
いちがい

にはいえない。 全 体
ぜんたい

では、１ 万 人
まんにん

程度
ていど

の子
こ
ど

もたちが寄 宿 舎
きしゅくしゃ

にいる。子
こ
どもと親

おや
の両 方

りょうほう
の自立

じりつ
心
しん

を促
うなが

すために使
つか

っていると

いう話
はなし

をきく。 

・基 本 法
きほんほう

との関 係
かんけい

からみると、寄 宿 舎
きしゅくしゃ

を選 択
せんたく

の一
ひと

つとするべきだろう。 

・ 実 態
じったい

が分
わ
からないので、整理

せいり
できない。積

つ
み残

のこ
しの課題

かだい
でいいのではないか。 

・ファミリーホーム
ふ ぁ み り ー ほ ー む

等
とう

で生 活
せいかつ

している児童
じどう

もいれば、希望
きぼう

して寄 宿 舎
きしゅくしゃ

で 生 活
せいかつ

して

いる児童
じどう

もいる。運 用
うんよう

の話
はなし

であって制度
せいど

の話
はなし

ではない。 

・要 請
ようせい

している寄 宿 舎
きしゅくしゃ

の資 料
しりょう

を揃
そろ

え、次回
じかい

、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

とまとめて検 討
けんとう

したい。 

 

【放課後
ほうかご

対 策
たいさく

等
とう

について】 

・放課後
ほうかご

等
とう

デイサービス
で い さ ー び す

の 運 用
うんよう

はどうなるのか。保護者
ほごしゃ

の就 労
しゅうろう

支援
しえん

やレスパイト
れ す ぱ い と

でも

利用
りよう

できるのか。 現 行
げんこう

の児童
じどう

デイサービス
で い さ ー び す

はいろんな使用
しよう

方 法
ほうほう

があるが、 日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

も利用
りよう

できるなど弾 力 的
だんりょくてき

な活 用
かつよう

方 法
ほうほう

を考
かんが

えるべき。 

・児童
じどう

デイサービス
で い さ ー び す

Ⅱ型
がた

については、訓 練
くんれん

主 体
しゅたい

、レスパイト
れ す ぱ い と

等
とう

の預
あず

かりの場
ば
、療 育
りょういく

の場
ば

等
とう

いくつかのパターン
ぱ た ー ん

があり、整理
せいり

が必 要
ひつよう

ではないか。 

・放課後
ほうかご

等
とう

デイサービス
で い さ ー び す

と、放課後
ほうかご

児童
じどう

クラブ
く ら ぶ

、新システム
しんしすてむ

との関 係 性
かんけいせい

についても整理
せいり

が 必 要
ひつよう

だ。放課後
ほうかご

児童
じどう

クラブ
く ら ぶ

は、障 害 児
しょうがいじ

の部分
ぶぶん

が一 般
いっぱん

財 源 化
ざいげんか

されているため、
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縮
しゅく

小 均 衡
しょうきんこう

になっている。放課後
ほうかご

児童
じどう

クラブ
く ら ぶ

は、新システム
しんしすてむ

で 対 応
たいおう

すべきで、

障 害 児
しょうがいじ

が 入
はい

っていけるようにすべきだ。デイサービス
で い さ ー び す

と 連 携
れんけい

できるようにすべき

で、 市 町 村
しちょうそん

障 害 者
しょうがいしゃ

計 画
けいかく

と新システム
しんしすてむ

の 計 画
けいかく

策 定
さくてい

時期
じ き

を合
あわ

せるなどの工夫
くふう

が 必 要
ひつよう

になるだろう。 

・児童期
じどうき

は 障 害 者
しょうがいしゃ

計 画
けいかく

と新システム
しんしすてむ

における 計 画
けいかく

がある。谷間
たにま

に落
お
ちないよう、

一 緒
いっしょ

に議
ぎ

論
ろん

していかないといけない。 

・放課後
ほうかご

児童
じどう

クラブ
く ら ぶ

に入
はい

りたい 人
ひと

が入
はい

れることが前 提
ぜんてい

にならないといけない。 

・ 障 害 児
しょうがいじ

もできる 限
かぎ

り 一 般
いっぱん

施策
しさく

で見
み
るとの視点

してん
で考

かんが
えれば、新システム

しんしすてむ
のこども

園
えん

に 障 害
しょうがい

児
じ
が入

はい
る時

とき
には合 理 的

ごうりてき
配 慮
はいりょ

が必 要
ひつよう

。 

・児童
じどう

デイサービス
で い さ ー び す

はどうあるべきか。 

・こども園
えん

や放課後
ほうかご

児童
じどう

クラブ
く ら ぶ

に必
かなら

ず入
い
れるようにならないと議論

ぎろん
できないのではない

か。 

・待機児
たいきじ

やバリアフリ
ば り あ ふ り

ーの問 題
もんだい

もある。放課後
ほうかご

児童
じどう

クラブ
く ら ぶ

は法 定
ほうてい

施設
しせつ

でもないため、

応 諾
おうだく

義務
ぎ む

もない。放課後
ほうかご

児童
じどう

クラブ
く ら ぶ

は新システム
しんしすてむ

に 吸 収
きゅうしゅう

されることから、新システム
しんしすてむ

で

検 討
けんとう

している応 諾
おうだく

義務
ぎ む

のうち拒否
きょひ

できる正 当
せいとう

な理由
りゆう

について、どのような検 討
けんとう

が

されているのか把握
はあく

する必 要
ひつよう

がある。 

 

【次回
じかい

の課題
かだい

について】 

・新システム
しんしすてむ

で検 討
けんとう

しているこども園
えん

の応 諾
おうだく

義務
ぎ む

の関 係
かんけい

を整理
せいり

し、次回
じかい

検 討
けんとう

。 

・次回
じかい

は、重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児
しょうがいじ

施設
しせつ

、寄 宿 舎
きしゅくしゃ

を 含
ふく

め入 所
にゅうしょ

について議論
ぎろん

。 

 

以 上
いじょう

 


